
鶴岡工業高等専門学校 基準７ 

- 326 - 

基準７ 学生支援等 

（１）観点ごとの分析 

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

るか。 

（観点に係る状況）  

 本科，専攻科ともに，最初の授業の中で授業担当者がシラバスに従って授業概要，評価法等を説明

している。本科１～３年生に対し，さらに，クラス担任が最初の特別活動の中で学習ガイダンスを行

っている（資料７－１－①－１）。４～５年生に対しては，ＪＡＢＥＥ教育プログラムの説明会を開

催している（資料７－１－①－２）。専攻科生に対しては，ＪＡＢＥＥ教育プログラムの説明を含む

履修ガイダンスを開催している（資料７－１－①－３）。 

 各教員はオフィスアワーを設定しており，学生の学習相談や助言，指導等を行っている（資料７－

１－①－４～５）。 

 

観点７－１－① 資料一覧 

資料７－１－①－１ 担任，教科担任による学習ガイダンス 

        （出典：平成 19 年度第１回教員会議資料） 

資料７－１－①－２ ＪＡＢＥＥ説明会の案内 

        （出典：学生課資料） 

資料７－１－①－３ 専攻科生へ履修ガイダンスの案内 

        （出典：学生課資料） 

資料７－１－①－４ オフィスアワー一覧表 

        （出典：学生課資料） 

資料７－１－①－５ オフィスアワーにおける指導の例 

        （出典：教育改善委員会資料） 
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資料７－１－①－１ 

担任，教科担任による学習ガイダンス 

 

 

（出典：平成19年度第１回教員会議資料） 
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資料７－１－①－２ 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－①－３ 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－①－４ 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－①－５ 

 

 
（出典：教育改善委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 本科，専攻科を問わず全ての学生を対象に，適切な形で学習ガイダンスを実施している。各教員は

オフィスアワーを設けており，学習上の相談，助言を行う体制が整備されている。オフィスアワーの

中で実際に個別指導を行っており，この体制は機能している。 

 

 

観点７－１－②： 自主的学習環境（例えば，自主学習スペース，図書館等が考えられる。）及び

厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境等が整備され，

効果的に利用されているか。 

（観点に係る状況）  

 図書館は，蔵書の数，種類ともに豊富で，平日20時までの夜間と土曜日も開館しており，18年度の

利用者数は延べ40,478人，一日平均では158人であった（資料７－１－②－１～２）。総合情報セン

ターは，授業時間帯外にも利用することができ，コンピューター関係の様々な設備が整っている（資

料７－１－②－３～５）。製図室は，放課後の遅い時間帯まで自主的学習の場として開放している

（資料７－１－②－６～７）。また学寮には，全部で９つの自習室があり，多くの寮生が利用してい

る（資料７－１－②－８）。 

 厚生会館内に学生食堂があり，多くの教職員及び通学生が利用している（資料７－１－②－９）。

図書館下のロビーには，学生が歓談できるコミュニケーションスペースが整備されている（資料７－

１－②－10）。 

 

観点７－１－② 資料一覧 

資料７－１－②－１ 図書館の開館日，開館時間 

        （出典：平成 19 年度 学生便覧，p.123） 

資料７－１－②－２ 図書館利用データ  （出典：学校総覧 2007，p.31） 

資料７－１－②－３ 総合情報センター利用心得 

        （出典：平成 19 年度 学生便覧，p.126） 

資料７－１－②－４ 総合情報センターの設備 （出典：学校総覧 2007，p.32） 

資料７－１－②－５ 総合情報センターの利用状況 

        （出典：総合情報センター資料） 

資料７－１－②－６ 製図室の利用心得（掲示用） 

        （出典：機械工学科資料） 

資料７－１－②―７ 製図のための自由時間外外出者（寮生） 

        （出典：学生課資料） 

資料７－１－②－８ 学寮の設備状況  （出典：学生課資料） 

資料７－１－②－９ 学校食堂の利用状況  （出典：学生課資料） 

資料７－１－②－10 図書館下コミュニケーションスペース 

        （出典：学生課資料） 
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資料７－１－②－１ 

図書館利用細則（抜粋） 

 

 

（出典：平成19年度 学生便覧，p.123） 

 

資料７－１－②－２ 
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（出典：学校総覧2007，p.31） 

 

資料７－１－②－３ 

 

総合情報センター及びネットワークの利用心得（抜粋） 

 

 

（出典：平成19年度 学生便覧，p.126） 
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資料７－１－②－４ 

 

 

 

（出典：学校総覧2007，p.32） 
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資料７－１－②－５ 

 

 

 

（出典：総合情報センター資料） 
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資料７－１－②－６ 

 

 

 

（出典：機械工学科資料） 
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資料７－１－②－７ 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－②－８ 

 

 
 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－②－９ 

学校食堂の利用状況 

 

 

（出典：学生課資料） 

 

資料７－１－②－10 

 

 

図書館下コミュニケーションスペース 

（出典：学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 図書館は蔵書の数，種類ともに豊富であり，開館時間が長い上に平日以外も開館しており，毎日多

くの学生が効果的に利用している。製図室，学寮自習室及び総合情報センターも授業以外でも利用可

能であり，整備が行き届いている。学校食堂は営業日数が多く，一年を通じて多くの教職員，学生が

利用している。図書館下ロビーは，整備されている上に十分な広さを確保しているので，コミュニケ

ーションスペースとしての役割を果たしている。 

 

 

観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズ（例えば，資格試験や検定試験受講，外国留学

等に関する学習支援等が考えられる。）が適切に把握されているか。 

（観点に係る状況）  

 毎年行われる授業アンケートに自由記述欄を設けている（資料７－１－③－１）。この自由記述欄

に，学生は，授業担当者あるいは学校に対する学習上のニーズを書くことができる（資料７－１－③

－２）。 

 

観点７－１－③ 資料一覧 

資料７－１－③－１ 授業アンケート回答用紙  （出典：教育改善委員会資料） 

資料７－１－③－２ 学習上のニーズの記述例  （出典：教育改善委員会資料） 
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資料７－１－③－１ 

授業アンケート回答用紙（抜粋） 

 
 

（出典：教育改善委員会資料） 
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資料７－１－③－２ 

 

 

 

（出典：教育改善委員会資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 授業アンケートの自由記述欄に書かれていることを授業担当者は見ることができ，学生からの学習

支援上のニーズを適切に把握することができる。 

 

 

観点７－１－④： 資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能してい

るか。 

（観点に係る状況）  

 ３～４年生及び専攻科１年生の英語の授業は，ＴＯＥＩＣ対策が中心である。５年生に対しても，

選択授業ではあるが，ＴＯＥＩＣ対策中心の授業を開講している（資料７－１－④－１）。平成16年

度より４年生全員にＴＯＥＩＣ受験を義務づけており，本校を会場にした実施回数も平成17年度より

年に３回もしくは４回となった（資料７－１－④－２～３）。さらに，平成17年度よりＴＯＥＩＣの

賛助会員になったため，受験料が約4,000円から約3,000円になった。一方専門科目でも，各種資格試

験対策に役立つ授業を開講しており，多くの学生がこれらを受験している（資料７－１－④－４，資

料６－１－②－３参照）。 

 中国の中原工学院と学術交流に関する協定を結んでおり，教員だけでなく学生の交流も可能である

（資料７－１－④－５）。一定の上限はあるが，留学先での履修単位を本校での修得単位として認め

ることができる（資料７－１－④－６）。 
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観点７－１－④ 資料一覧 

資料７－１－④－１ ＴＯＥＩＣ対策の英語の授業のシラバス 

   （出典：平成19年度 シラバス，p.G-37,p.G-44,p.G-50,p.G-51,p.S-7） 

資料７－１－④－２ ＴＯＥＩＣテスト実施案内の例 

   （出典：学生課資料） 

資料７－１－④－３ 年度別ＴＯＥＩＣ ＩＰテスト受験者数 

   （出典：学生課資料） 

資料７－１－④－４ 資格試験に関連した専門科目のシラバス 

   （出典：平成19年度 シラバス，p.B-11,p.B-33,p.E-26,p.E-38,p.E-42） 

資料７－１－④－５ 中原工学院との学術交流に関する協定書 

   （出典：中原工学院と鶴岡工業高等専門学校との学術交流に関する協定書） 

資料７－１－④－６ 留学先での履修単位の扱い方 

   （出典：平成19年度 学生便覧，p.10） 

 

資料７－１－④－１ 
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資料７－１－④－１続き 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成19年度 シラバス，p.G-37,p.G-44,p.G-50,p.G-51,p.S-7） 
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資料７－１－④－２ 

 

 

 

（出典：学生課資料） 

 

資料７－１－④―３ 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－④－４ 
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資料７－１－④－４続き 

 

 

 

（出典：平成19年度シラバス，p.B-11,p.B-33,p.E-26,p.E-38,E-42） 
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資料７－１－④－５ 

 

 

 

（出典：中原工学院と鶴岡工業高等専門学校との学術交流に関する協定書） 
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資料７－１－④－６ 

留学先での履修単位の扱い方 

学則（抜粋） 

 
 

（出典：平成19年度 学生便覧，p.10） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 ３年生以上に対し，授業の中でＴＯＥＩＣ対策への支援を十分に行っている。その他の資格試験に

ついても，同じく授業の中で対策への支援を行っている。交流協定を結んだ海外の学校と学生が交流

することが可能であり，留学先で履修した単位を30単位まで本校での修得単位として認めることがで

きるので，外国留学の体制も整備されている。 

 

 

観点７－１－⑤： 特別な支援を行うことが必要と考えられる者（例えば，留学生，編入学生，社

会人学生，障害のある学生等が考えられる。）への学習支援体制が整備されてい

るか。また，必要に応じて学習支援が行われているか。 

 （観点に係る状況） 

 留学生への生活指導，勉学指導などを話し合う場として，外国人留学生委員会がある（資料７－１

－⑤－１）。この委員会が中心になり，留学生への学習支援を実施している（資料７－１－⑤－２）。

留学生は，３年次編入当初は日本語や日本事情にまだ不慣れなので，それを解消するための授業を開

講している（資料７－１－⑤－３）。また，３～５年生のすべての留学生を対象に，日本語・日本事

情の特別補講を行っている（資料７－１－⑤－４）。さらに，３年生～４年生の留学生各人にチュー

ターを置き，生活面，勉学面での支援を行っている（資料７－１－⑤－５）。 

 ４年次編入学生には，編入学試験合格から入学までに勉強しておくべきことを，書面にて指導して

いる（資料７－１－⑤－６）。入学後は，必要に応じて当該の教員が個人指導を行っている（資料７

－１－⑤－７）。 

 研究生や科目等履修生として入学を認めることができ，社会人学生を受け入れる体制がある（資料

７－１－⑤－８）。 
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観点７－１－⑤ 資料一覧 

資料７－１－⑤－１ 外国人留学生委員会規程 

       （出典：規程集） 

資料７－１－⑤－２ 外国人留学生支援業務の役割分担 

       （出典：学生課資料） 

資料７－１－⑤－３ 日本語，日本事情のシラバス 

       （出典：平成19年度 シラバス，p.G-39,p.G-40,p.G-41） 

資料７－１－⑤－４ 日本語・日本事情特別補講の内容 

       （出典：学生課資料） 

資料７－１－⑤－５ チューターの配置  （出典：学生課資料） 

資料７－１－⑤－６ 編入学前の指導例  （出典：学生課資料） 

資料７－１－⑤－７ 編入学後の指導例  （出典：学生課資料） 

資料７－１－⑤－８ 研究生，科目等履修生について 

       （出典：平成19年度 学生便覧，pp.16～17） 

 

資料７－１－⑤－１ 

 

外国人留学生委員会規程（抜粋） 

 

 

（出典：規程集） 
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資料７－１－⑤－２ 

 

 
（出典：学生課資料） 
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資料７－１－⑤－３ 

 

 

 

 
 

 

 

（出典：平成19年度シラバス，p.G-39, p.G-40, p.G-41） 
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資料７－１－⑤－４ 

日本語・日本事情特別補講の内容 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－⑤－５ 

チューターの配置 

 

不開示情報 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－⑤－６ 

編入学前の指導例

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－⑤－７ 

 

編入学後の指導例 

 

指導例１ 

 

 

指導例２ 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－⑤－８ 

研究生，科目等履修生について 

学則（抜粋） 

 

 

（出典：平成19年度 学生便覧，pp.16～17） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 外国人留学生委員会が留学生への学習支援を企画，実施している。また，留学生のための日本語，

日本事情の授業を開講し，チューターをそれぞれの留学生に置いている。編入学生に対しては，入学

前，必要に応じて入学後に学習支援を行っている。研究生，科目等履修生として社会人学生を受け入

れる体制がある。 

 

 

観点７－１－⑥： 学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況） 

 クラブ活動は，学生主事を中心に共通の目標，取り決めのもとで行っている（資料７－１－⑥－１

～２）。また必要に応じて，学生主事主導の顧問会議を開くこともある（資料７－１－⑥－３）。ほ

とんどの教員がクラブ顧問を担当し，特に技術支援が必要なクラブは学外コーチを配置している（資

料７－１－⑥－４～５）。約３年に一度の東北地区高専体育大会の主管校のときは，全校を挙げて大

会を支援している（資料７－１－⑥－６）。東北地区高専体育大会や全国高専体育大会などの公式戦

への参加にかかる費用は，主として後援会費から支出している（資料７－１－⑥－７～８）。 

 課外活動を行うのに十分な広さと設備があり，この設備を利用して様々な課外活動を実際に行って

いる（資料７－１－⑥－９～10）。 

 学生会本部用に課外活動室（学生控え室）を利用することを認め，学生会活動へ設備面での支援を

行っている（資料７－１－⑥－11）。学生会担当の学生主事補は，定期的に学生会役員との打合会を
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開催し，学生会への指導，助言を行っている（資料７－１－⑥－12）。 

 

観点７－１－⑥ 資料一覧 

資料７－１－⑥－１ クラブ組織図 （出典：学生課資料） 

資料７－１－⑥－２ クラブ活動を行う上での注意 

       （出典：平成 19 年度 学生便覧，pp.118～119） 

資料７－１－⑥－３ 顧問会議議事録 （出典：学生課資料） 

資料７－１－⑥－４ 学生会顧問一覧 （出典：学生課資料） 

資料７－１－⑥－５ 学外コーチ一覧 （出典：学生課資料） 

資料７－１－⑥－６ 東北地区高専体育大会役割分担（組織図） 

       （出典：学生課資料） 

資料７－１－⑥－７ 平成 18 年度一般会計決算書 

       （出典：後援会資料） 

資料７－１－⑥－８ 平成 18 年度特別会計決算書，平成 18 年度後援会特別積立金決算書 

       （出典：後援会資料） 

資料７－１－⑥－９ 課外活動に利用される設備等が示された学校配置図 

       （出典：平成 19 年度 学生便覧，p.188）  

資料７－１－⑥－10 課外活動時における主要施設の使用状況 

       （出典：学生課資料）  

資料７－１－⑥－11 課外活動室（学生控え室）平面図 

       （出典：学生課資料） 

資料７－１－⑥－12 学生会担当の学生主事補と学生会役員との打ち合わせの議事録 

       （出典：学生課資料） 
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資料７－１－⑥－１ 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－⑥－２ 

 

 

 

（出典：平成19年度 学生便覧，pp.118～119） 
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資料７－１－⑥－３ 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－⑥－４ 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－⑥－５ 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－⑥－６ 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－⑥－７ 

 

 

（出典：後援会資料） 
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資料７－１－⑥－８ 

 

 

 

（出典：後援会資料） 
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資料７－１－⑥－９ 

課外活動に利用される設備等が示された学校配置図 

 

（出典：平成19年度 学生便覧，p.188） 



鶴岡工業高等専門学校 基準７ 

- 369 - 

 

資料７－１－⑥－10 

 

 

 

（出典：学生課資料） 

 

資料７－１－⑥－11 

課外活動室(学生控え室)平面図 

＜本校舎側＞ 

 

＜第一体育館側＞ 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－１－⑥－12 

 

学生会担当の学生主事補と学生会役員との打合せの議事録 

 

（出典：学生課資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 共通の方針や話し合いのもとでクラブ活動を行っている。顧問教員を適切に配置し，必要に応じて

外部コーチによる支援を行っている。本校主管の大会を運営するときは，学校全体で支援している。

資金面においても，後援会から十分な支援を行っている。多種多様なクラブ活動を行うのに必要な設

備がそろっている。学生会は設備面での支援があり，学生会担当教員の助言，指導の下で活動を行っ

ている。 

 

 

観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能し

ているか。 

 （観点に係る状況） 

 共通の生活指導の具体方針の下に，主としてクラス担任が個々の学生への生活指導，相談，助言を

行っている（資料７－２－①－１～３）。学生全体への交通指導，巡回指導等の生活指導は，学生主

事を中心とした学生委員会が話し合い，実行している（資料７－２－①－４～５）。 

 学生相談室では，定期的に来校する専門のカウンセラーがカウンセリングを行っている。保健室の

看護師も疾病やけがに対処するだけでなく，相談を行っている（資料７－２－①－６～８）。 

 経済的支援としては，授業料の減免及び各種奨学金についての周知，助言を行っており，一定の基
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準を満たした学生はこうした支援を受けている（資料７－２－①－９～11）。 

 

観点７－２－① 資料一覧 

資料７－２－①－１ 共通の生活指導の具体方針 

       （出典：学生生活指導の手引き，pp.２～３） 

資料７－２－①－２ クラス担任の役割等 

       （出典：規程集） 

資料７－２－①－３ クラス担任の業務の例 

       （出典：学生課資料） 

資料７－２－①－４ 学生委員会の役割等 

       （出典：規程集） 

資料７－２－①－５ 学生委員会による生活指導 

       （出典：第１回学生委員会配付資料） 

資料７－２－①－６ 相談室の業務等 （出典：平成 19 年度 学生便覧，p.129） 

資料７－２－①－７ 学生相談室の案内（教室掲示用） 

       （出典：学生課資料） 

資料７－２－①－８ 平成 18 年度の保健室，相談室への来室者数等 

       （出典：学生課資料） 

資料７－２－①－９ 授業料免除の説明 （出典：入学式保護者用資料） 

       （出典：学生課資料） 

資料７－２－①－10 各種奨学金の説明 （出典：入学式保護者用資料） 

       （出典：学生課資料） 

資料７－２－①－11 平成 18 年度の授業料免除者数，奨学生数 

       （出典：学生課資料） 
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資料７－２－①－１ 

共通の生活指導の具体方針 

 

 

（出典：学生生活指導の手引き，pp.２～３） 
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資料７－２－①－２ 

クラス担任の役割等 

教員組織規程（抜粋） 

 
 

（出典：規程集） 
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資料７－２－①－３ 

クラス担任業務の例 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－２－①－４ 

学生委員会の役割 

学生委員会規程（抜粋） 

 

 

（出典：規程集） 
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資料７－２－①－５ 

学生委員会による生活指導 

 

（出典：第１回学生委員会配布資料） 
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資料７－２－①－６ 

相談室の業務等 

保健管理センター相談室及び保健室規程（抜粋） 

 

 

（出典；平成19年度 学生便覧，p.129） 
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資料７－２－①－７ 

学生相談室の案内（教室掲示用）

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－２－①－８ 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－２－①―９ 

 

 

 

（出典：入学式保護者用資料） 

（出典：学生課資料） 
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資料７－２－①－10 
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資料７－２－①－10続き 

 

 
 

（出典：入学式保護者用資料） 

（出典：学生課資料） 
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資料７－２－①－11 

 

 

 

（出典：学生課資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 共通の生活指導方針があり，クラス担任が個々の学生に対してきめ細かな指導を行っている。学生

全体への生活指導は，学生委員会が話し合い，実行している。保健室，相談室は，生活相談を中心と

した相談を行っている。一定の基準を満たした学生には，奨学金の貸与や授業料の減免を行い，経済

的に支援している。 

 

 

観点７－２－②： 特別な支援を行うことが必要と考えられる者（例えば，留学生，障害のある学
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生等が考えられる。）への生活支援等を適切に行うことのできる状況にあるか。

また，必要に応じて生活支援等が行われているか。 

（観点に係る状況） 

 外国人留学生への生活支援等を話し合う，外国人留学生委員会を設置している（資料７－１－⑤－

１参照）。この委員会を中心に留学生への生活支援を実施している（資料７－１－⑤－２参照）。ま

た，不慣れな日本での生活を支援するため，３～４年生の留学生一人一人にチューターを置いている

（資料７－１－⑤－５参照）。留学生は全員学寮に入っているが，宗教上の理由で学寮の食事を取る

ことができない者もいる。そのため，学寮には談話室を兼ねた留学生自炊室を設け，生活の便宜を図

っている（資料７－２－②－１）。 

 障害のある学生や怪我をした学生に対応できるよう，校舎に車いす用のスロープを数カ所設置して

いる（資料７－２－②－２）。 

 

観点７－２－② 資料一覧 

資料７－２－②－１ 留学生用自炊室    （出典：学生課資料） 

資料７－２－②－２ 障害者用スロープ    （出典：総務課資料） 

 

資料７－２－②－１ 

 

留学生用自炊室 

（出典：学生課資料） 
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資料７－２－②－２ 

障害者用スロープ 

 

（出典：総務課資料） 

 

 （分析結果とその根拠理由） 

 留学生への生活支援の委員会があり。留学生用自炊室を設置し，チューターを置いている。これに

より，留学生への生活支援が適切に行われている。怪我人や障害者に対しては，スロープを設けて移

動の便宜を図っているので，生活支援を行うことができる状況にある。 

 

 

観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機能し

ているか。 

 （観点に係る状況） 

 教育寮としての学寮があり，約440名の学生がここで生活している（資料７－２－③－１～２）。

学寮の運営や寮生の指導法について話し合う，寮務委員会を設置している（資料７－２－③－３）。

学寮の日常活動は学校の指導によるほか．第１学年及び第２学年の寮生の生活を指導するために，第

３学年以上の寮生の中から，校長の任命による指導寮生を置き，日常生活のみならず勉学指導にも当

たっている（資料７－２－③－４）。また，学寮の生活規律を保持し，寮生相互の連絡を密にするた

め，寮生組織として寮生会があり，寮生同士の親睦と自治の精神の高揚のために様々な活動を行って

いる（資料７－２－③－５～７）。 
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寮生は日課表に従って寮生活を送っているが，学寮は勉学の場でもあるので，20:00から23:00まで

は学習時間帯に指定されている（資料７－２－③－８）。学寮には，さらに勉学の便宜を図るため，

学寮自習室を設置している（資料７－２－③－９）。 

 昨年度，20年ぶりに１・７寮の内装が改修され，寮生活がより快適になった（資料７－２－③－

10）。学寮は勉学の場だけでなく生活の場でもあるが，種類，数ともに生活に必要な基本的な施設が

整っている（資料７－1－②－８参照）。 

 

観点７－２－③ 資料一覧 

資料７－２－③－１ 学寮規程  （出典：平成19年度 学生便覧，p.143） 

資料７－２－③－２ 入寮者数  （出典：学生課資料） 

資料７－２－③－３ 寮務委員会規程 （出典：規程集） 

資料７－２－③－４ 指導寮生一覧 （出典：平成19年度 寮生活のしおり，p.16） 

資料７－２－③－５ 寮生会会則  （出典：平成19年度 学生便覧，p.164） 

資料７－２－③－６ 寮生会役員  （出典：学生課資料） 

資料７－２－③－７ 学寮行事  （出典：平成19年度 寮生活のしおり，p.18） 

資料７－２－③－８ 寮生の日課  （出典：平成19年度 学生便覧, p.160） 

資料７－２－③－９ 学寮自習室  （出典：学生課資料） 

資料７－２－③－10 学寮の内装の改修 （出典：鶴岡高専だより第143号，p.20） 

 

資料７－２－③－１ 

 

学寮規程（抜粋） 

 

 

（出典：平成19年度 学生便覧，p.143） 
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資料７－２－③－２ 

 

 

 

（出典：学生課資料） 

 

資料７－２－③－３ 

 

寮務委員会規程（抜粋） 

 
 

（出典：規程集） 
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資料７－２－③－４ 

 

 

（出典：平成19年度寮生活のしおり，p.16） 
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資料７－２－③－５ 

 

寮生会会則（抜粋） 

 

 

（出典：平成19年度 学生便覧，p.164） 
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資料７－２－③－６ 

 

 
 

（出典：学生課資料） 
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資料７－２－③－７ 

 

 

（出典：平成19年度 寮生活のしおり，p.18） 
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資料７－２－③－８ 

 

 

 

（出典：平成19年度 学生便覧，p.160） 
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資料７－２－③－９ 

 

 

学寮自習室 

（出典：学生課資料） 
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資料７－２－③－10 

 
（出典：鶴岡高専だより第143号，p.20） 
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 （分析結果とその根拠理由） 

 適切な学寮運営のための組織及び寮生の自治，親睦のための組織がある。学寮行事には，親睦だけ

でなく教育に資するものも含まれている。寮生は日課表に従って生活し，毎日一定の時間を学習に費

やしている。学寮は，寮生が生活するのに必要な設備が整っており，改修により一層快適な生活およ

び勉学の場として機能している。 

 

 

観点７－２－④： 就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

 （観点に係る状況） 

 就職，進学対策について話し合う，就職対策委員会を設置している（資料７－２－④－１）。本科

２～３年生の進路指導は，特別活動の時間に進路指導ガイダンスという形で行っている（資料７－２

－④－２）。４年生を対象に，特別に時間を設けて進路指導を行っている（資料７－２－④－３）。

さらに４年生は，専攻科１年生と共に学外の講師による就職ガイダンスも受けている（資料７－２－

④－４）。４年生の保護者に対し，10月下旬に実施する保護者懇談会の中で進路に関する説明を行っ

ている（資料７－２－④－５）。 

 就職進学資料室では，資料を誰でも閲覧できるだけでなく，検索システムを使って最新の求人情報

を手に入れることもできる（資料７－２－④－６）。また，専門科目教員は，企業からより正確かつ

詳細な求人情報を得るために，企業訪問を行っている（資料７－２－④－７）。 

 

観点７－２－④ 資料一覧 

資料７－２－④－１ 就職対策委員会規程    （出典：規程集) 

資料７－２－④－２ 平成 19 年度特別活動予定表   （出典：学生課資料) 

資料７－２－④－３ ４年生への進路指導（掲示用)   （出典：学生課資料) 

資料７－２－④－４ ４年生および専攻科１年生への就職ガイダンス（掲示用) 

           （出典：学生課資料) 

資料７－２－④－５ ４年生の保護者懇談会案内   （出典：学生課資料） 

資料７－２－④－６ 就職進学資料室     （出典：学生課資料） 

資料７－２－④－７ 企業訪問担当表     （出典：学生課資料) 
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資料７－２－④－１ 

就職対策委員会規程（抜粋） 

 

 

（出典：規程集） 
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資料７－２－④－２ 

 

 
 

（出典：学生課資料） 
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資料７－２－④－３ 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－２－④－４ 

 

 

 

（出典：学生課資料） 

 

資料７－２－④－５ 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料７－２－④－６ 

 

 

就職進学資料室 

（出典：学生課資料） 
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資料７－２－④－７ 

企業訪問担当表 

 

 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 就職対策について話し合う組織があり，就職進学資料室を設置しているので，進路指導を行う体制

が整備されている。本科２～４年生及び専攻科１年生に対して進路指導を実施し，教員が企業訪問を

行っているので，進路指導体制は機能している。 

 

（２） 優れた点及び改善を要する点  

（優れた点） 

・製図室を遅い時間帯まで開放している点 

・ＴＯＥＩＣ対策への支援を大規模に行っている点 

・クラブ活動への支援が十分に行き届いている点 

・クラス担任が個々の学生に対してきめ細かい指導，助言を行っている点 

・学寮が教育寮にふさわしい形で整備され，運営されている点 

（改善を要する点） 

 特になし 

 

（３） 基準７の自己評価の概要  

 本科，専攻科共に，学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切な形で実施されている。各教

員がオフィスアワーの中で，個別的に学習上の相談，助言を行っている。図書館，総合情報センター，

製図室及び学寮自習室といった自主的学習のための設備が整備され，効果的に利用されている。コミ

ュニケーションスペースが整備されており，学生が昼休みや放課後等に歓談するのに役立っている。 

 授業アンケートの自由記述欄を見ることで，教員は学習支援上のニーズを把握することができる。

ＴＯＥＩＣをはじめとした各種資格試験の対策を授業の中で行っており，さらに，本校を会場として

ＴＯＥＩＣを年に３～４回実施している。交流協定を結んだ海外の学校と学生が交流するための体制

がある。留学生各人にチューターを置き，日本語，日本事情の授業を開講し，留学生への学習支援を

行っている。研究生，科目等履修生として社会人を受け入れる体制がある。 

 顧問及び外部コーチを配置し，共通の基本方針の下でクラブ活動を支援している。また，多種多様

なクラブ活動を行うための設備も十分そろっている。さらに，後援会費を利用して，資金面でクラブ

活動を支援している。学生会活動への支援は，主として学生会担当教員が行っている。 

 共通の生活指導方針があり，主としてクラス担任が個々の学生への指導，助言を行っている。一方，

学生全体への生活指導は，学生委員会が実施している。相談室，保健室は生活相談の場として機能し

ている。奨学金貸与や授業料減免により，経済的な支援も行っている。 

 チューターを置いたり学寮に留学生自炊室を設置するなどして，留学生への生活支援を行っている。

怪我人や障害者が利用できるように，校舎に障害者用スロープを数カ所設置している。学寮は教育寮

にふさわしい形で運営されており，多くの寮生が生活するのに必要な設備も十分に整っている。就職

進学対策のための体制があり，進路指導や企業訪問などを実施することでこの体制は機能している。 

 

 


